
町の主産品である米。主力
品種は、極良食味米として
人気の「ゆめぴりか」です。
平成 27 年、全道で競った
「ゆめぴりかコンテスト」で
は、初代の最高金賞を獲得。
また、「味で勝負！」と生産
者が意気込む北海キングメ
ロンやミニトマトも、市場
や消費者から高い評価を受
けています。

ゆめぴりかの里

町立病院と開業医との病診
連携、最先端の高齢者福祉
政策、全世代にわたる生活
習慣病予防など、国内でも
最先端の保健・医療・福祉
政策に常に取り組んできま
した。現在はさらに、子育て
複合支援施設の設置や 18
歳未満の医療費の無料化な
ど、子育て支援策の充実を
図っています。

健康と福祉の町

地方における人口減少が進
む中、町では大胆な定住政
策を進めています。
住み慣れたこの町に末永く
住み続けられるように住宅
改修の助成や生活交通の確
保を実施。さらに、新築住宅
の建設や中古住宅の購入、
民間アパートの家賃などに
対して、町独自の支援を
行っています。

住みやすさ充実

町の中心部にある交流プラ
ザみなクル。誰もが気軽に
訪れることができるこの施
設から、様々な新しい交流
が生まれています。
みなクルの向かいには、Ａ
コープも入る多機能交流施
設が新たに完成。文化ホー
ルと合わせた駅周辺の中心
市街地の活性化が図られて
います。

まちなか活性化

駅前にある文化ホールは、
246 席を備える室内楽専用
の音楽ホールです。
音楽を愛する町民に支えら
れているこのホールには、
多くのトップレベルの演奏
家が訪れています。
そして、「このホールの響き
の美しさは、国内にとどま
らず世界でも屈指のもの」
という評価を受けています。

コンチェルトが響くまち

かつて住友の炭鉱があった
奈井江町。現在、北海道住電
精密（株）など住友電工（株）
関連の企業が立地していま
す。
北海道住電精密が生産する
切削工具の刃先は、国内の
みならず世界中に出荷され
ています。町で生産された
製品が、世界のものづくり
を支えています。

ものづくりのまち

9 月の水田 ミニトマト

北海キングメロン

特別養護老人ホーム「やすらぎの家」

認定子ども園・子育て支援センター「はぐくみ」

生活習慣病予防教室「男気教室」

寿公園パークゴルフ場

交流プラザ「みなクル」

ふれあいまつり（7月） ないえふゆまつり（2月）

PMF アンサンブル演奏会

文化ホール（コンチェルトホール）文化ホール外観

超硬工具

北海道住電精密（株）、北海道電機（株）
北海道精密ツール（株）

ライマン団地

生活交通対策（コミュニティバス）

新築住宅助成を実施

充実した子育て環境
（認定子ども園）

ゆめぴりかの里ぴ
健康と福祉のまち
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町の木

ナナカマド ツツジ ヘメロカリス

町の花

春のにわ山森林自然公園

奈井江とは、アイヌ語の「ナエ」より転化したもので、「砂
多き川」という言葉が語源とされています。
「奈井江」の名称は、1889（明治 22）年植民区画当時から
の呼称として使用されたのが始まりといわれています。

片仮名のナを図案化し、平和と躍進の姿を意味
しています。

奈井江の美しい自然（木）と、人々のおもいや
りの心（ハート）を、町章をイメージしながら
図案化したものです。

札幌から…69km
　　　1時間 10 分
　　　54 分（岩見沢乗換え）

旭川から…65km
　　　1時間 5分
　　　55 分（滝川乗換え）

新千歳空港から…79km
　　　1時間 20 分
　　　1時間 20 分

札幌

旭川

奈井江

H O K K A I D O  N A I E

　札幌から旭川に向かって 69km。日
本一長い直線道路のちょうど中間に、
奈井江町はあります。
　開拓の鍬が下ろされたこの地に官設
の駅逓が置かれたのが 1889（明治 22）
年。その後、農業と炭鉱を中心に人口
が増えた奈井江は、1944（昭和 19）年
に現在の砂川市から分村。さらにその
後、美唄市から茶志内の一部を編入し
て、現在の形が作られました。

　1973（昭和 48）年にすべての炭鉱が
閉山。その後、農業と工業を中心に発
展してきた奈井江町は、1980 年代後半
以降、全国でも先駆的な保健・医療・
福祉を展開する「健康と福祉のまち」
として、そして、住民一人ひとりが主
体となる地方自治を進めるまちとして、
道内外から注目を集めてきました。
　さらに現在、北海道が誇る極良食味
米「ゆめぴりか」の道内屈指の産地と
なっています。
　そして、将来に向けて、移住、定住
政策に力を入れ、子育て世代が住みや
すいまちを目指して、様々な施策を展
開しています。


